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A.研究目的 

 自己免疫疾患は女性に多く、20～30 歳代の生殖

年齢にある女性の推定患者数は RA で 22 万人、潰

瘍性大腸炎で 2.4 万人、クローン病で 0.5 万人存在

し、これらの女性が生物製剤の出現により妊娠・出

産を考えるように変化してきた。しかし、40 歳未満で

発症したRA患者では出産経験が17.5％に留まると

いう報告（第 57 回リウマチ学会 杉山隆夫）もあり、

多くの闘病中の女性患者は妊娠・出産できていない

現状がある。また治療薬であるメトトレキサート

（MTX）やミゾリビン、レフルノミド、D-ペニシラミンに

は催奇形性があり妊娠中は禁忌である。生物製剤

であるインフリキシマブはMTX併用がRAでは必須

であること、エタネルセプト、セルトリズマブでは胎盤

通過性が少なく胎児への安全性は高いが、IBD へ

の適応がないこと、インフリキシマブ、アダリムマブ、

ゴリムマブでは胎盤通過性があり、出産後の児の

感染防御力の低下が危惧される。TNF 阻害薬の胎

研究要旨 

 本年度 2回の班研究会を実施し、さらに 50回以上のメール通信により SLE、関節リウマチ（RA）や炎症

性腸疾患（IBD）罹患患者女性の妊娠・出産を考えた治療指針を作成した。 

 また、妊娠を推奨する基準を決め、チェックリストを作成し、患者が積極的に妊娠を考えることが出来る

システムを作った。同時に妊娠中、授乳中の薬剤の安全性についても取りまとめた。リウマチ患者 1,279

例の妊娠・出産につきデータベースを用いて検討したところ、同年代の女性に比し妊娠が42.2％に留まる

ことが判った。さらに全国の周産期センターにアンケート調査を行ない、合併症妊娠例、妊娠予後、新生

児予後につき、現在検討中である。 
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児毒性については脊椎、肛門、心臓、食道、腎の奇

形を伴う VACTERL 形態異常が増加するという報告

（Carter et al. J Rheumatol 2009）とそれを否定する

報告（Østensen Nat Rev Rheumatol 2009）があり、

日本でも再調査する必要がある。 

また、非ステロイド系鎮痛消炎剤（NSAIDs）の使用

は妊娠32週以降は禁忌となるなど治療が複雑であ

り、対応に苦慮しているのが現状である。 

 そこで本研究班では膠原病内科、産婦人科、小児

科、薬剤師のエキスパートが協議して、妊娠前から

の管理、妊娠中ならびに出産後の管理指針を策定

し、これらの指針を各学会の意見聴取した後に取り

まとめ、PDF 化して医療関係者ならびに患者に公開

することを目的とする。また、全国の医療機関なら

びに患者の会に RA や IBD に罹患妊婦の実数なら

びに産科合併症の有無や胎児・新生児異常につい

てのアンケート調査を行ない、治療の現状を把握し、

また安全性につき調査する。 

 

B.研究方法 

 膠原病内科、産婦人科、小児科、薬剤部 17 名が

協議し、2回の班会議のあとメールにて修正し 10の

Clinical Question につき医師用、患者用の管理指針

を作成した。 

 関節リウマチ患者を対象とした多施設共同データ

ベース（NinJa）をもとに生殖可能年齢（15-45 歳）

1,279 人の女性の出産状況を調査し、日本における

同年代の女性の出産と比較した。全国の周産期セ

ンターに SLE、RA、IBD 合併妊娠の実態調査を行な

い、合併症妊娠の母体予後、新生児予後、妊娠中

の投薬状況につき調査した。 

（倫理面への配慮） 

 アンケート調査では患者の氏名、ID は消去して上

方を収集した。研究計画は富山大学倫理委員会に

て承認済（臨 28-124）である。 

 

C.研究結果 

1. SLE、RA、IBD 合併妊娠管理指針の作成 

10のClinical Questionにつき班員で作成した。

現時点での CQ を記載する。 

CQ１：全身性エリテマトーデス（SLE）、関節リ

ウマチ（RA）、炎症性腸疾患（IBD）女性患者が

妊娠の希望を伝えてきた際、どのように説明

するべきか？ 

CQ２：全身性エリテマトーデス（SLE）、関節リ

ウマチ（RA）、炎症性腸疾患（IBD）患者の妊娠

許可基準はあるか？ 

CQ３：全身性エリテマトーデス（SLE）、関節リ

ウマチ（RA）、炎症性腸疾患（IBD）と不妊症、

不育症との関連性はあるか？その場合の対

策はあるか？ 

CQ４：全身性エリテマトーデス（SLE）、関節リ

ウマチ（RA）、炎症性腸疾患（IBD）は妊娠中に

寛解、増悪するか？ 

CQ５：妊娠を管理する上で、病態を管理するた

めに行った方が良い検査、聴取すべき患者情

報は何か？ 

CQ６：妊娠中の合併症が増える可能性がある

ため高次医療機関での産科管理が推奨され

るか？ 

CQ７：全身性エリテマトーデス（SLE）、関節リ

ウマチ（RA）、炎症性腸疾患（IBD）患者の分娩

時の留意点は何か？ 

CQ８：生後の新生児のケアについて留意すべ

きことは何か？ 

CQ9：妊娠中の薬剤で禁忌であるものと、安全

性が示されているものは何か？ 

CQ９’：生物学的製剤使用時の注意点は？ 

CQ１０：薬剤使用中の授乳は可能か？ 

なお、現在修正中であるため、詳細は割愛す

る。 

2. 関節リウマチ患者を対象とした多施設データ

ベースによる妊娠・出産状況の把握 

 RA 罹患患者からの出生は一般女性に対し

て 42.2％（95％CI：24.1-60.2％）と低値であり、

半数以上の女性が妊娠をためらっていること

が判った。 

3. 自己チェックリストによる妊娠可能かを知るシ

ステムの構築                       

医師用、患者用のチェックリストを作成し、患

者側から積極的に妊娠を考えることができる

システムを構築した。 

4. 周産期センターへのアンケート調査 

248施設にアンケート調査を依頼し、現在31施

設から回答を得ている。再度、調査に対しての

協力を依頼しているところである。 

 

D.考察 

 RA については罹患女性の半数以上が妊娠をた
めらっている現状が判った。SLE や IBD でも同様で

あることが推定される。 

 そこで、研究班では妊娠前チェックリストを作成し、
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妊娠を推奨できる状況にあるかを患者自らができる

ようにした。このようにすれば妊娠に対して前向き

に取り組めると考えられる。 

 妊娠中や出産後の留意点や、薬剤について研究

班で取りまとめ、禁忌の薬剤と使用可能な薬剤に大

別して、臨床的に参考となる表を作成した。これに

より多くの臨床現場で適切な妊娠、出産後の薬物

加療が行なわれると考えられる。今後、関連諸学会

の承認を得た上で広報していきたい。 

 

E.結論 

 他分野のエキスパートが集まることにより、SLE、

IBD、RA 罹患患者の妊娠・出産を考えた治療指針

案が策定された。従来と大きく変化した点は、十分

な根拠がなく妊娠中や授乳中の投与が禁忌となっ

ていた薬剤を、専門家の意見と海外からの文献を

基に、再検討して、現時点での基準を定めた点であ

る。また、RA 罹患患者の妊娠出産が、同年代の女

性と比べて低率である事も判明した。そのため妊娠

推奨できるかを判断できることが出来、妊娠・出産

に前向きになれるようになったと考えられる。今後、

関係諸学会と協議の上、最終的に小冊子にまとめ、

またホームページに PDF 化した情報を掲載する予

定である。 

 

F.健康危険情報 

 なし 
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status in preeclamptic and normotensive 

oocyte donation cases. 20th World Congress 
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Treg cells in successful implantation and 
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2016.4.21～23、横浜 

17) 蔭山 豪一, 大西 輝, 上田 洋, 仲 郁子, 津

田 耕作, 岡野 隆一, 高橋 宗史, 西田 美和, 

明石 健吾, 西村 啓佑, 千藤 荘, 古形 芳則, 

三枝 淳, 森信 暁雄. 関節リウマチの治療評

価と予測 疼痛評価VASが高い患者の健康状

態全般評価 VAS は過小申告されていることが

ある(ROCKoコホート研究から). 第60回日本リ

ウマチ学会総会・学術集会. 2016.4.21～23. 横

浜. 

18) 蔭山 豪一, 大西 輝, 上田 洋, 仲 郁子, 津

田 耕作, 岡野 隆一, 高橋 宗史, 西田 美和, 

明石 健吾, 西村 啓佑, 千藤 荘, 古形 芳則, 

三枝 淳, 森信 暁雄. 関節リウマチの

治療 QOL 治療目標に到達した関節リウマチ

患者の主観的幸福度は、一般的な日本人より
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高い(ROCKo コホート研究から). 第 60 回日本

リウマチ学会総会・学術集会. 2016.4.21～23、

横浜. 

19) 亀井 優衣子, 西村 啓佑, 脇 大輔, 一瀬 良

英, 山田 啓貴, 大西 輝, 古形 芳則, 三枝 

淳, 森信 暁雄. 多発性筋炎、強皮症合併の

Overlap 症候群に肺リンパ増殖性疾患を合併

した小児の一例 第 60 回日本リウマチ学会総

会・学術集会.2016.4.21～23.横浜. 

20) 西村 啓佑, 津田 耕作, 仲 郁子, 岡野 隆一, 

明石 健吾, 高橋 宗史, 西田 美和, 上田 洋, 

千藤 荘, 大西 輝, 古形 芳則, 蔭山 豪一, 

三枝 淳, 河野 誠司, 森信 暁雄. ベーチェッ

ト病 特殊型ベーチェット病に対する TNF 阻害

剤の有効性. 第 60 回日本リウマチ学会総会・

学術集会. 2016.4.21～23、横浜. 

21) 千藤 荘, 仲 郁子, 津田 耕作, 岡野 隆一, 

西田 美和, 明石 健吾, 高橋 宗史, 上田 洋, 

西村 啓佑, 大西 輝, 古形 芳則, 三枝 淳, 

森信 暁雄. リウマチ性疾患の基礎研究 SKG

マウス肺病変の進展に伴って増加する

CD11b+Gr1dim cellはGM-CSFによって誘導さ

れる. 第 60 回日本リウマチ学会総会・学術集

会. 2016.4.21～23.横浜. 

22) 千藤 荘, 仲 郁子, 津田 耕作, 岡野 隆一, 

西田 美和, 明石 健吾, 高橋 宗史, 上田 洋, 

西村 啓佑, 大西 輝, 古形 芳則, 三枝 淳, 

森信 暁雄. SKG マウス肺病変の進展に伴って

増加する CD11b+Gr1dim cell は GM-CSF によ

って誘導される. 第 60 回日本リウマチ学会総

会・学術集会. 2016.4.21～23. 横浜. 

23) 大西 輝, 蔭山 豪一, 上田 洋, 津田 耕作, 

仲 郁子, 岡野 隆一, 明石 健吾, 西村 啓佑, 

高橋 宗史, 西田 美和, 千藤 荘, 古形 芳則, 

三枝 淳, 森信 暁雄. リウマチ性疾患の疫学 

関節リウマチ患者における社会経済的要因が

疾患活動性、日常生活動作に与える影響の検

討(ROCKo コホート研究から). 第 60 回日本リ

ウマチ学会総会・学術集会. 2016.4.21～23、横

浜. 

24) 明石 健吾, 西村 啓佑, 大西 輝, 古形 芳則, 

三枝 淳, 森信 暁雄. 多発性筋炎・皮膚筋炎 

間質性肺疾患(ILD)を合併する炎症性筋疾患

(IIM) 、 特 に Clinically amyopathic 

dermatomyositis(CADM) に お け る 治 療 前

KL-6/SP-D 値の検討. 第 60 回日本リウマチ

学会総会・学術集会. 2016.4.21～23、横浜. 

25) Kageyama G, Onishi A, Ueda Y, Kamei Y, 

Yamada H, Ichise Y, Waki D, Naka I, Tsuda K, 

Okano T, Takahashi S, Nishida M, Akashi K, 

Nishimura K, Sendo S, Kogata Y, Saegusa J,  

Morinobu A. Subjective Well-being of Japanese 

RA patients who reach treatment target is 

higher than the Japanese average. EULAR 

Congress 2016 Annual European Congress of 

Rheumatology. 2016.6.8-11. ロンドン. 

26) Akashi K, Saegusa J, Sendo S, Nishimura K, 

Tsuda K, Naka I, Okano T, Takahashi S, Nishida 

M, Ueda Y, Morinobu A. KNOCKOUT OF 

ENDOTHELIN TYPE B RECEPTOR 

SIGNALING ATTENUATES 

BLEOMYCIN-INDUCED SKIN SCLEROSIS IN 

MICE. EULAR Congress 2016 Annual European 

Congress of Rheumatology. 2016.6.8-11. ロン

ドン. 

27) Okano T, Saegusa J, Nishimura K, Takahashi S, 

Sendo S, Ueda Y, Onishi A, Morinobu A. 

3-BROMOPYRUVATE AMELIORATES 

AUTOIMMUNE ARTHRITIS BY EXERTING A 

DUAL EFFECT ON BOTH TH17 AND TREG 

CELL DIFFERENTIATION AND DENDRITIC 

CELL ACTIVATION.  EULAR Congress 2016 

Annual European Congress of Rheumatology. 

2016.6.8-11. ロンドン. 

28) Onishi A, Kageyama G, Ueda Y, Naka I, Tsuda K, 

Okano T, Takahashi S, Akashi K, Sendo S, 

Kogata Y, Saegusa J, Morinobu A. Impact of 

Socioeconomic Status on Disease Outcomes 

in Japanese Patients with Rheumatoid Arthritis 

Under the Japanese National Insurance 

System. ACR/ARHP Annual Meeting 

Washington, DC 2016. 2016.11.11～16. ワシン

トン. 

29) Sendo S, Saegusa J, Okano T, Takahashi S and 

Morinobu A. CD11b+Gr1dimcells increase with 

the progression of pneumonitis in SKG mice, 

and are induced by GM-CSF. ACR/ARHP 

Annual Meeting Washington, DC 

2016.2016.11.11～16. ワシントン. 

30) Takahashi S, Saegusa J, Naka I, Tsuda K, 

Okano T, Akashi K, Sendo S, Ueda Y, Onishi A, 

Kogata Y, Morinobu A. Glutamine metabolism 
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plays a crucial role in the pathogenesis in 

rheumatoid arthritis. ACR/ARHP Annual 

Meeting Washington, DC 2016. 2016.11.11～16.

ワシントン. 

31) Takahashi S, Saegusa J, Naka I, Tsuda K, 

Okano T, Akashi K, Sendo S, Ueda Y, Onishi A,  

Kogata Y, Morinobu A. Glutamine metabolism 

plays a crucial role in the pathogenesis in 

rheumatoid arthritis. ACR/ARHP Annual 

Meeting Washington, DC 2016. 2016.11.11～16.

ワシントン.  

32) Okano T, Saegusa J, Nishimura K, Ueda Y, 

Sendo S, Takahashi S, Akashi K, Onishi A and  

Morinobu A. Dual Effect of 3-Bromopyruvate 

on Both Th17 and Treg Cell Differentiation and 

Dendritic Cell Activation Ameliorates 

Autoimmune Arthritis in Mice. ACR/ARHP 

Annual Meeting Washington, DC 2016. 

2016.11.11～16.ワシントン. 

33) 村川洋子、村島温子、金子佳代子、中川夏子、

舟久保ゆう、中島亜矢子、阿部麻美、窪田綾

子、河野 肇、三輪裕介、住田孝之、原岡ひと

み、三宅幸子、宮前多佳子. 日本リウマチ学

会男女共同参画委員会の取り組み -男女共

同参画に関するアンケート結果についてⅡ.   

第 60 回日本リウマチ学会総会・学術集会. 

2016.4.21～23. 横浜. 

34) 本田学、 角田佳子、近藤正宏、森山繭子、村

川洋子. IgG4 関連疾患に対するステロイド治療

中のサイトメガロウイルス再活性化により

Guillain-Barré症候群をきたした一例   第 60

回 日 本 リ ウ マ チ 学 会 総会 ・ 学 術 集会 

2016.4.21～23 横浜 

35) 近藤正宏、村川洋子、本田学、森山繭子、角

田佳子. 軟骨炎を合併した成人発症スチル病

（AOSD）の一例.  第 60 回日本リウマチ学会

総会・学術集会. 2016.4.21～23. 横浜. 

36) 角田佳子、本田学、森山繭子、近藤正宏、村

川洋子. 血漿交換、シクロフォスファミドパルス、

タクロリムスの併用療法が有効であった肺胞

出血合併SLEの１例. 第 60 回日本リウマチ学

会総会・学術集会. 2016.4.21～23. 横浜. 

37) 森山繭子、本田学、角田佳子、近藤正宏、村

川洋子. 当科の RA 患者における Golimumab

の使用経験. 第 60 回日本リウマチ学会総会・

学術集会. 2016.4.21～23. 横浜. 

38) 杉浦智子、川上誠、近藤正宏、村川洋子. 薬

剤スクリーニングで見出された低分子化合物

の滑膜細胞および単球性細胞に対する役割. 

第 60 回日本リウマチ学会総会・学術集会. 

2016.4.21～23. 横浜. 

39) 本田学、近藤正宏、角田佳子、森山繭子、村

川洋子. 肺炎球菌ワクチン接種の副反応によ

り副腎不全を来した関節リウマチ（RA)の１例. 

第 115 回内科学会中国地方会. 2016.11.26 . 

岡山. 

40) 森山繭子、村川洋子、近藤正宏、角田佳子、

本田学. ゴリムマブ治療中にIgA血管炎を合併

した関節リウマチの１例. 第 27回日本リウマチ

学会中国・四国支部学術集会. 2016.12.03  

広島 

41) 村川洋子、森田吉孝. 中国・四国地区でリウマ

チ専門医をいかに育成するか～現状と将来へ

の期待. 第 27 回日本リウマチ学会中国・四国

支部学術集会. 2016.12.03.  広島. 

42) Kitano Masayasu, Kitano Sachie, Furukawa 

Tetsuya, Yokoyama Yuichi, Nishioka Aki, 

Sekiguchi Masahiro, Azuma Naoto, Matsui 

Kiyoshi, Sano Hajime. Early effects of 

tofacitinib on bone homeostasis in patients 

with rheumatoid arthritis. The 82rd Annual 

Scientific Meeting of the American College of 

Rheumatology(ACR/ARHP).2016.11.14. 

Washington D.C.  

43) 北野将康, 北野幸恵, 斎藤篤史, 西岡亜紀, 

関口昌弘, 東 直人, 松井 聖,  佐野 統. 関

節リウマチの骨代謝に対する生物学的製剤の

効果 . 第 113 回 日本 内科学会講演 . 

2016.4.15-7. 東京. 

44) 村上孝作, 關口昌弘, 藤井隆夫, 北野将康, 

松井 聖, 三木健司, 横田 章, 橋本英雄, 山

本相浩, 前田恵治, 藤本 隆, 新名直樹, 日高

利彦, 黒岩孝則, 大村浩一郎, 吉井一郎, 川

人 豊, 西本憲弘, 三森経世, 佐野 統. 生物

学的製剤未治療関節リウマチ患者に対するア

バタセプトの関節破壊抑制効果(ABROAD 試

験) -120 例を対象とした初回投与時の予測因

子について. 関節リウマチの治療: 効果予

測.(ワークショップ) 第 60 回日本リウマチ学会

総会・学術集会(JCR2016). 2016.4.21. 横浜. 

45) 関口昌弘, 藤井隆夫, 村上孝作, 北野将康, 

松井 聖, 橋本英雄, 横田 章,三木健司, 山
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本相浩, 藤本 隆, 日高利彦, 新名直樹, 前田

恵治, 黒岩孝則, 吉井一郎, 大村浩一郎, 川

人 豊, 西本憲弘, 三森経世, 佐野 統. バイ

オナイーブ関節リウマチ患者に対するアバタセ

プ トの年齢別有効性予測因子の検討

(ABROAD 試験). 関節リウマチの治療: 効果

予測.(ワークショップ) 第 60 回日本リウマチ学

会総会・学術集会(JCR2016). 2016.4.21. 横浜. 

46) 北野将康, 北野幸恵, 東 幸太, 壷井和幸, 荻

田千愛, 安部武生, 田村誠朗, 吉川卓宏, 斎

藤篤史, 西岡亜紀, 関口昌弘, 東 直人, 角田

慎一郎, 橋本尚明, 松井 聖, 佐野 統. 関節

リウマチでの破骨細胞分化調節因子に対する

Tofacitinib の効果. 関節リウマチの治療: 

DMARDs・NSAIDs 1 (ワークショップ) 第 60 回

日本リウマチ学会総会・学術集会(JCR2016).  

2016.4.22. 横浜. 

47) 横山雄一, 岩崎 剛, 北野幸恵, 古川哲也, 松

井 聖, 佐野 統. IL-2-抗 IL-2 抗体免疫複合

体による関節リウマチ治療の検討. 第 60 回日

本リウマチ学会総会・学術集会(JCR2016). 

2016.4.21. 横浜 . 

48) 角田慎一郎, 安部武生, 荻田千愛, 横山雄一, 

古川哲也, 東 幸太, 壷井和幸, 田所 麗, 槇

野秀彦, 松井 聖, 佐野 統. セルトリズマブ 

ペゴルの減量に成功した関節リウマチ患者 5

症例の検討. 第 60 回日本リウマチ学会総会・

学術集会(JCR2016). 2016.4.23. 横浜. 

49) 関口昌弘, 松井 聖, 佐野 統. 関節リウマチ

治療におけるアバタセプトの Best use. (ワーク

ショップ) 第 44 回日本臨床免疫学会総会. 

2016.9.8. 東京. 

50) 松井 聖, 關口昌弘, 佐野  統. RA 治療にお

けるアバタセプトの位置付け ～ABROAD 試験

を中心に～. (シンポジウム) 第 31 回日本臨床

リウマチ学会. 2016.10.30. 東京. 

51) K Watanabe, M Nishishita, F Shimamoto, T 

Fukuchi, M Esaki, Y Okamoto, Y Maehara, S 

Oka, S Nishiyama, S Fujii, F Hirai, T Inoue, N 

Hida, R Nozaki, T Sakurai, K Takeuchi, M, 

Saruta, S Saito, Y Saito, N Ohmiya, H Kashida, 

S Tanaka, T Matsui, Y Suzuki, Y Ajioka, H Tajiri. 

Comparison between newly-developed NBI and 

panchromoendoscopy for surveillance 

colonoscopy in patients with ulcerative colitis 

A prospective multicentre randomised 

controlled trial,Navigator Study.  11th 

congress of ECCO. 2016.3.16-19. Amsterdam, 

Netheland. 

52) T.Arai, K.Takeuchi, A Yamada, M Miyamura, R 

Ishikawa, Y Suzuki. Faecal calprotectin level 

correlated well with ballon assisted endoscopy 

and compauted tomography enterograpy 

findings in the small Crohn's disease. 11th 

congress of ECCO. 2016.3.16-19. Amsterdam, 

Netheland. 

53) 鈴木康夫. IBD の新たな診療体制～病診連携

を中心に～.消化器疾患連携会 in SAKURA. 

2016.12.7. 千葉. 

54) 鈴木康夫. (シンポジウム 3)― 血球成分除去

療法と生物製剤・カルシュニューリン阻害剤と

の融合― 「インフリキシマブ二次無効クロー

ン病症例に対する GMA の有効性」. 第 37 回.

本アフェレス学会学術大会. 2016.11.26. 横浜. 

55) 鈴木康夫. 「潰瘍性代行炎治療の Up to date

～病態から考える治療戦略～」.第９回 東邦バ

イオフォーラム. 2016.11.24.  千葉.  

56) 鈴木康夫.炎症性腸疾患診療の up to date. 本

消化器病学会. 関東支部第 29 回教育講演会. 

2016.11.20.  東京.  

57) 竹内 健、古川竜一、鈴木康夫. 難治性潰瘍

性大腸炎に対するタクロリムス・インフリキシマ

ブ継続療法の有効性. 第 71 回.本大腸肛門病

学会学術集会. 2016.11.19. 三重.  

58) 鈴木康夫.教育講演「ＩＢＤ治療 最近の進歩」. 

JDDW2016. 2016.11.1.兵庫.  

59) 鈴 木 康 夫 . ラ ン チ ョ ン セ ミ ナ ー 10

「 State-of-the-Art in treatment of 

mild-moderate active Crohn's disease 」 . 

APDW2016. 2016.11.1. 兵庫.  

60) 竹内 健、宮村美幸、石川ルミ子、鈴木康夫. 

潰瘍性大腸炎における便中バイオマーカーと

超低線量 CT colonography による疾患活動性

モニタリングの可能性. 第 34 回.本大腸検査学

会総会. 2016.10.8. 東京.  

61) 鈴木康夫. 「炎症性腸疾患の基本治療～ステ

ロイドの適切な使用方法について～」 ―.本

医師会障害教育講座―旭川 IBD フォーラム. 

2016.10.6. 旭川.  

62) 鈴木康夫. 特別講演「IBD 治療 Up-to Date」.

第 100 回宮城 IBD 研究会（第 25 回特別講演

会）. 2016.10.1. 仙台.  
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63) 鈴木康夫. 特別講演「難治性ベーチェット病に

対する治療戦略～バイオの有効性～」. 第 19

回県北東部 IBD( 炎症性腸疾患 ） 研究

会.2016.9.9.成田  

64) 鈴木康夫. 特別講演「炎症性腸疾患 本邦に

おける最新動向」. 第 32 回 IBD クラブジュニア

ウエスト. 2016.8.27. 大阪.  

65) 鈴木康夫. 「CD 及び BD に対する IFX の有用

性」 第 116 回.本消化器内視鏡学会中国支

部例会. 2016.6.26. 島根.  

66) 鈴木康夫. ランチョンセミナー7「長期マネジメ

ントを考慮した潰瘍性大腸炎の治療戦略」. 第

107 回.本消化器病学会九州支部例会・第 101

回 .本消化器内視鏡学会九州支部例会. 

2016.6.25. 佐賀  

67) 中村健太郎、福田勝之、吉村直樹、勝野達郎、

鈴木康夫. 潰瘍性大腸炎寛解維持に対する

probiotics投与の検討. 第20回腸内細菌学会. 

2016.6.10. 東京.  
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